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西之表市地域支援課
上西集落支援員

馬場 信一 編集
連絡先０９０－９５７９-３９５３
上西校区長責任発行

◎子どもたちの夏

～昔はどんな遊びを

してた？(男子編)
集落支援員だより

「♪む－ぎわらぼうしは－もう消えた－」などとつい口ずさんでしまいたくな
るように、夏も終盤です。現代はゲーム全盛の時代。ゲームなどなかったころの
子どもたちはどんな遊びをして夏休みをすごしていたのでしょう？
昔、少年だった人たちに取材しました。すると「自然のモノを使って虫とりを
した」という実際を説明してくれました。その中から三つ紹介します。

①棒の両はしにそれぞれのヤンカイをはわせる。
②棒の中央あたりで両者をイサカワスイ。
③地面に落とす。または、しりから出す糸
で相手のヤンカイをからめたら勝ち。

※地面に落ちかけたら♪上は山山、下は川川と唄いながら、手の平で触れて棒までもどす。

昭和30年代ごろまでは、世の中にはモノがない時代でした。だからそのころの子どもた
ちは肥後の守を巧みに使って遊びの道具を作り、工夫しながらより楽しい遊びを編み出し
たのでした。
冒頭の歌はよしだたくろうの『夏休み』ですが、４番の歌詞に「♪畑のとんぼはーどこ
いったーあのときにがしてーあげたのにー」と続きます。そういえば、最近とんぼの群れ
を見かけなくなりました。
この取材には田本実美さん、長野健太郎さんに協力をいただきました。

セミとり
セミとり①

←細い竹を
輪にして、
長さ３ｍほどの
竹の先に細竹の
両端を差し込む。

輪の部分にクモの巣をなるべくすき間
なくつける。コガネグモ（ヤンカイ）
とジョロウグモの巣は粘着性が強く、
セミを捕まえるのに最適。

「肥後の守」（ノコの歯付もあった↑）
ひ ご かみ

↑これ一本をポケッ
トにしのばせておけば、
ほとんどの遊びはこと
足りた時代でした。

オス

メス

ボーズはギンヤンマのオス。
オスに比べてメスの羽は、
わずかに黄色がかっている。
メスの数が少ないので稀少
価値あり。

カボチャの
雄花の花粉
をオスの羽
に塗るとメ
スに変身！

ネーバ（シダ
の一種）の茎を
裂いて取り出し、
中にある黄色の
筋を変身させた
オスの胴に結ぶ。
ネーバの茎は
長く、１ｍ近くあるので２
～３本つなぎ、はじっこを
手に持ち、メスに変身させ
たボーズを放してとばす。
メスと勘違いしたオスが
近づき、油断しているとこ
ろを捕獲。

写真は加治木のクモ合戦

ヤンカイの
イサカー

ボーズつり

ハランの葉を丸め、長い竹
の先にカズラでしばる。→

セミにこの葉
をかぶせると
幹とこの角度
とがピタリと
合う。コツは
かぶせて突く。
するとセミは
すぼまった葉
の根本へ。

○夕暮れには、
稲刈り後の田ん
ぼにトンボが群
れます。
○ボーズが交尾
時期ともなると、
メスを狙って近
づきます。
○その習性を生
かして…。

セミとり②
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◎子どもたちの夏
～昔はどんな遊びを
してた？(女子編)

集落支援員だより
女の子たちにとって夏休みの遊びといえば、どんな遊びをしたのでしょう？川でビッ
チョやダクマ捕り。または広場や庭先できょうだいや近所の友だちと遊んでいたよう
です。昔、初々しくて美少女だった方々に取材してみました。

ういうい

海の近くに住んでいる人たちは海遊びをしたとも話してくれました。女の子たちの遊び
には、いつでもどこでも遊べる遊びが多かったようです。「ゴムとり」で輪ゴムを釣るの
はセンダンの小枝だったのが種子島らしい郷土色あふれる遊びでした。
この取材では榎本容子さん、緒方絹子さん、多々崎栄子さん、松元絹江さん、柳川栄子
さんに協力をいただきました。

ケンケンパ

すなやま

ゴムとび
人数：二人以上
道具：カワラケや石
進み方
①図の１から10
まで順に進み、
もどってくる。

②４と５はパ
５と６もパ
９と10もパ
同じ場所で半回
転してパ

③帰りの６と５
５と４はパ
④ほかはケンケン

人数：三人以上
道具：つなげた輪ゴム
ルール：下図の高さを
跳んで向こう側に行く。

◎自分の石を置く。
◎ここからスタート。
◎石をねらった場所に
投げて置く。
◎石を置いて帰るとき
に自分のマーク（温
泉や郵便局など）を
描いてもどる
◎自分のマークの場所
はパ。他者はそこを
飛び越える。

右
図
は
二
人

で
遊
ぶ
場
合

頭の上、
ゴッスン
（五寸）
ちゅうて
言いおっ
たなっかー

この遊びで社会科の
地図記号を覚えた！
（ような気がする）

跳んで向こう側に行くときは、ゴムに触
れてもかまわなかった。とにかく両足が
向こう側に移動できれば、よし。
側転してでも、向こう側に行けばよし。
ゴムを片足または両足で踏んだりして向
こう側に行けなかったらダメ。交代。

＜○子さんの話＞
側転すい前ーにゃあ、スカートあーパン
ツのゴムいはそーで、しおったがなあ。
男子んしもそばあおってー、むかしゃー
恥ずかしゅーもなしーなあ。（笑）

単純な遊びでしたが、
佳境に入ると「ハラハ
ラ、ドキドキ」の連続
で、いかにてっぺんの
棒を倒さずに砂をとる
かが勝負どころでした。

人数：二人～四人
道具：砂山の頂上に
立つ棒を倒さずに順々
に砂をとっていく。

ゴムとり人数：二人以上四人
ぐらい

道具：砂山の中の輪
ゴムを秋によく
落ちているセン
ダンの小枝で順々
にさぐって取る。


